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介
護
人
材
の
裾
野
拡
大
を
目
指
し
、
新
潟
県
は
９
月
下
旬
、
県
内
３
会
場
で
「
介
護
助
手
と
し
て

働
き
た
い
方
向
け
の
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
元
気
な
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て

卒
業
世
代
を
含
め
た
幅
広
い
年
代
を
対
象
と
し
た
同
就
職
フ
ェ
ア
は
初
の
試
み
で
す
。
フ
ェ
ア
と
併

せ
て
、
４
会
場
で
介
護
の
基
礎
を
学
ぶ
「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

や
参
加
事
業
所
か
ら
は
今
後
の
継
続
開
催
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
会
場
は
研
修
に
も
高
い
関
心

　

介
護
助
手
は
、
福
祉
施
設
な

ど
で
片
付
け
や
食
事
の
準
備
と

い
っ
た
補
助
的
・
周
辺
業
務
に

当
た
る
職
員
で
す
。
資
格
や
経

験
は
必
要
な
く
、
介
護
に
関
わ

り
の
な
か
っ
た
人
た
ち
も
思
い

や
り
の
心
で
活
躍
で
き
る
仕
事

で
す
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
も
な
り
ま
す
。

　

一
方
、介
護
助
手
の
採
用
は
、

介
護
福
祉
士
な
ど
専
門
の
介
護

職
員
に
と
っ
て
は
心
身
の
負
担

軽
減
に
役
立
ち
、
よ
り
施
設
利

用
者
ら
と
接
す
る
時
間
が
増

え
、
ケ
ア
の
質
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
フ
ェ
ア
は
９
月

21
日
に
長
岡
市
、
同
22

日
に
新
潟
市
と
上
越
市

の
３
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
延
べ
27
の
法

人
が
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
合
わ
せ
て
64
人
の

来
場
者
は
、
法
人
・
施

設
担
当
者
か
ら
施
設
の

概
要
や
仕
事
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
３
会
場
の
初
日
に

合
わ
せ
て
、
介
護
の
基
礎
的
な

知
識
と
技
術
を
学
ぶ
「
介
護
の

仕
事
を
知
る　

介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
」（
全
４
日
間
、

受
講
料
無
料
）
を
行
い
、
佐
渡

市
で
も
同
21
日
か
ら
同
様
の

「
入
門
的
研
修
」
を
行
い
ま
し

た
。
全
日
程
を
修
了
し
た
人
に

は
修
了
証
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
新
潟
会
場
は
定
員
の
50
人

を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
門
的
研
修
は
合
計
21
時
間

で
、
介
護
分
野
へ
の
多
様
な
人

材
の
参
入
を
促
す
こ
と
が
目
的

で
す
。
介
護
職
の
役
割
や
介
護

の
専
門
性
を
は
じ
め
、
認
知
症

の
人
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
や
関
わ
り
方
、
障
害
の
概

念
や
障
害
者
福
祉
の
理
念
、
介

護
現
場
に
お
け
る
事
故
や
感
染

な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
予

防
・
安
全
対
策
・
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

人
材
不
足
が
深
刻
な
介
護
現

場
で
す
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２

５
年
に
は
、
県
内
で
３
５
０
０

人
の
介
護
職
員
が
不
足
す
る
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
県
は

今
回
、
介
護
に
関
心
が
あ
る
人

や
介
護
職
場
で
働
き
た
い
人
と

介
護
事
業
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
、
就
職
フ
ェ
ア
と
研
修
会
を

組
み
合
わ
せ
た
「
県
介
護
助
手

確
保
支
援
事
業
」
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
に
行
っ
た
、
高
齢
者

に
限
定
し
た
「
高
齢
者
『
介
護

助
手
』導
入
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

に
次
ぐ
対
応
策
で
す
。

◇　
　
　
　

◇

　

就
職
フ
ェ
ア
に
来
場
し
た
人

県内３カ所で介護助手就職フェア
元気な高齢者らと事業所をマッチング巻頭

特集

【
介
護
助
手
と
は
】
介
護
職
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で
、
幅
広
い
年

代
が
活
躍
で
き
、
資
格
や
業
務
経

験
が
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。
高
齢
者
ら

の
話
し
相
手
や
食
事
の
配
膳
、
清

掃
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を

行
い
、
入
浴
や
排
泄
、
食
事
の
介

助
は
し
な
い
。

各ブースでは事業所職員から施設の概要や仕事の内容が具体的
に説明された（新潟会場）



3

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
図
表
参
照
）

に
よ
る
と
、
来
場
者
の
７
割
以

上
が
女
性
で
、
予
想
よ
り
若
い

50
代
、
60
代
が
中
心
で
し
た
。

８
割
近
く
が
「
介
護
の
経
験
な

し
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
参
加

理
由
に
つ
い
て
は
、「
自
分
に

も
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
た
」
が

６
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

働
く
際
に
重
視
す
る
の
は
、「
通

勤
距
離
」
と
「
仕
事
内
容
」「
勤

務
日
数
、
勤
務
時
間
」
が
上
位

で
し
た
。

　

ま
た
、参
加
し
た
感
想
で
は
、

「
具
体
的
な
仕
事
が
聞
け
た
」

「
内
容
が
丁
寧
で
分
か
り
や
す

か
っ
た
」「
60
歳
を
超
え
て
も

働
け
る
所
が
あ
る
こ
と
に
感
激

し
た
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、

「
希
望
地
域
の
参
加
が
少
な

か
っ
た
」「
も
う
少
し
事
業
所
、

施
設
か
ら
来
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
。県
に
対
し
て
は
、

「
フ
ェ
ア
の
回
数
を
増
や
し
て
」

「
た
く
さ
ん
の
地
域
で
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
展
法
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
介
護
事
業
に
興
味
は

あ
っ
て
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印

象
を
拭
い
き
れ
な
い
方
が
散
見

さ
れ
た
が
、
顔
を
合
わ
せ
て
説

明
す
る
と
安
心
さ
れ
た
。
一
般

の
方
と
事
業
者
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
機
会
が

も
っ
と
あ
る
と
良
い
」「
働
く

意
欲
の
あ
る
人
が
多
い
」「
若

い
人
の
来
場
も
あ
り
説
明
の
し

教
員
の
研
修
受
講
強
く
望
む

　

新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
の
宮

崎
則
男
会
長
は
、
介
護
助
手
の
導

入
に
つ
い
て
、
効
果
を
期
待
し
な

が
ら
も
、「
施
設
側
と
し
て
は
、

業
務
の
切
り
分
け
と
役
割
分
担

に
よ
る
業
務
の
整
理
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。
仕
事
の
流
れ
の

中
で
、
き
ち
ん
と
介
護
助
手
に
指

示
を
出
せ
る
リ
ー
ダ
ー
役
が
必

要
と
な
る
だ
ろ
う
。
雇
用
体
系
を

ど
う
す
る
の
か
、
な
ど
現
場
の

力
量
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」と
話
し
ま
す
。併
せ
て
、「
介

護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
の

受
講
者
に
は
、
介
護
福
祉
士
な

ど
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
道

が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
か
ら
運
営
を
受
託

し
た
今
回
の
「
入
門
的
研
修
」

に
つ
い
て
は
「
新
潟
会
場
が
定

員
を
超
え
る
な
ど
、
介
護
に
つ

い
て
学
び
た
い
人
が
一
定
数
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
す
る

と
と
も
に
、「
高
校
の
先
生
方
に

受
け
て
ほ
し
い
。
教
員
の
世
界

に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
強
調
し
ま
す
。
先
生
方
が
介

護
職
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
生
徒
を
送
り
出
す
こ
と
や
、

介
護
職
の
道
へ
の
後
押
し
に
結

び
つ
く
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

が
い
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
参
加

者
に
つ
い
て
の
感
想
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
県
に
対
し
て
は

「
企
画
が
良
か
っ
た
と
思
う
し
、

続
け
て
ほ
し
い
」「
会
場
を
も
っ

と
分
か
り
や
す
い
場
所
。
柏
崎

も
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
参
加

者
が
来
や
す
い
場
所
に
す
る
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

担
当
の
県
高
齢
福
祉
保
健
課

介
護
人
材
確
保
係
で
は
「
一
定

の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
事
業
実
施
の
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

参加者アンケート結果
参加者総数（３会場）　64人
回答数　51人（回収率 79.6％）

性別
男性 10 19.6%
女性 39 76.5%
（無記入） 2 3.9%

年齢
39 歳以下 3 5.9%
40歳代 9 17.6%
50歳代 16 31.4%
60歳代 17 33.3%
70歳代 6 11.8%
80歳以上 0 0.0%

職業
無職 16 31.4%
主婦 6 11.8%
会社員 4 7.8%
その他 8 15.7%
（無記入） 17 33.3%

介護業務の経験の有無
有 11 21.6%
無 40 78.4%

参加理由（複数回答あり）
チラシ等を見てこれなら自分
でもできそうだと思ったから 30 58.8%

短時間でもやれそうだと思っ
たから 16 31.4%

介護に関する入門的研修に参
加していて案内されたから 6 11.8%

その他 7 13.7%
（無記入） 2 3.9%
※ 複数回答ありの項目で回答者数に対する割合を表示し
ているため、構成比の合計が100％を超える。

本イベントの感想
とても満足 18 35.3%
満足 18 35.3%
普通 12 23.5%
やや不満 0 0.0%
不満 0 0.0%
（無記入） 3 5.9%

介護助手として働く際に重視するもの（３つまで）
自宅からの通勤距離 33 64.7%
仕事内容 32 62.7%
勤務日数・勤務時間 30 58.8%
職場の雰囲気 22 43.1%
やりがいがある 10 19.6%
年齢制限がない 10 19.6%
長く働ける 5 9.8%
給料 4 7.8%
施設の評判 2 3.9%
※ 複数回答ありの項目で回答者数に対する割合を表示し
ているため、構成比の合計が100％を超える。
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

10
月
１
日
に
新
潟
市
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
58
回
目
と
な
る
空
の
第
一
便
伝
達

式
の
ほ
か
、
川
通
ど
れ
み
保
育
園
（
三
条
市
）
の
園
児
に

よ
る
「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
「
歌
の
披
露
」、「
募

金
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
助
成

に
よ
り
大
型
遊
具

が
整
備
さ
れ
る
予

定
の
保
育
園
の
園

児
の
皆
さ
ん
が「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
大
切
に
し

て
、
み
ん
な
で
楽

し
く
遊
び
ま
す
」

と
挨
拶
し
、「
と
べ

バ
ッ
タ
」
な
ど
２

曲
を
元
気
良
く
合

唱
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
原

新
潟
市
長
な
ど
出

席
者
の
皆
様
方
か

ら
街
頭
募
金
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

伝達式の様子

園児によるありがとうメッセージ街頭募金

障
害
者
支
援
施
設
車
両

助
成
交
付
式
を
開
催

　

９
月
12
日
に
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
障
害
者
支
援
施

設
車
両
助
成
交
付
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
新
潟

県
遊
技
業
協
同
組
合
」
か
ら
毎
年
い
た
だ
い
て
い
る
多
額

の
寄
付
を
原
資
と
し
て
助
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

交
付
式
で
は
小
田
会
長
か
ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人
新

発
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
新
発
田
市
）
の
籠
島
理
事

長
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん（
十

日
町
）
の
樋
口
会
長
に
助
成
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
遊
技
業
協
同
組
合
の
佐
藤
理
事
長
か
ら
は
「
社
会
貢

献
活
動
の
必
要
性
、
組
合
が
果
た
す
役
割
を
考
え
、
引
き

続
き
社
会
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

籠
島
理
事
長

か
ら
は
「
安
心
、

安
全
に
利
用
者

の
方
を
送
迎
致

し
ま
す
」、
樋
口

会
長
か
ら
は「
よ

う
や
く
大
型
の

送
迎
車
両
を
整

備
で
き
ま
し
た
。

大
切
に
活
用
し

ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

助成交付式の様子
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検索ソウェルクラブ
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賠
償
責
任

園
児
傷
害

保険金額

賠
償
責
任

園
児
傷
害

年間保険料
定員数 保険料

保険金額 年間保険料
定員数 保険料

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　学校契約団体傷害保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

セットプラン
基本セット補償

天災セット補償

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→1億円　1事故→7億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
121.2万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,700円*
1,100円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
90名まで　　　　

91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

22,700円

1,200円

29,300円

1,200円

1,420円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

870円

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→2億円　1事故→10億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
108万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,500円*
1,000円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
80名まで　　　　

81～90名
91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

28,000円

1,500円

33,900円
36,200円

1,500円

1,800円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

1,190円

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

プラン 4
社会福祉法人役員の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
保育所職員の補償

❶保育所職員の労災上乗せ補償
❷保育所職員の傷害事故補償
❸保育所職員の感染症罹患事故補償

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償
傷害
870円
×100名
×1口
合計

29,300円

87,000円

116,300円
＊手術保険金のお支払額は、入院中
の手術の場合：入院保険金日額の
10倍、外来の手術の場合：入院保
険金日額の5倍となります。

http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検索

●簡単、便利な
　インターネットで手続きを

〈SJNK18-13581 2019.1.16作成〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

個別プラン

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

平成31年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（保険期間 1年）

プラン 1
保育所業務の補償

❶基本補償
❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

改定

改定

セットプランを
おすすめします！！



7

平成30年度新潟県民間社会福祉職員退職積立基金制度
引き続き加入施設・加入者数は増加傾向

4　給付の状況 （単位：円／人）
平成28年度 平成29年度 平成30年度

退職者給付総額 506,205,883 500,628,298 614,703,850
一時金給付総額 485,052,623 475,902,472 586,317,657
一時金給付者数 1,576 1,550 1,817
一時金平均額 307,775 307,034 322,684
年金給付総額 21,153,260 24,725,826 28,386,193
年金延給付者数 559 623 691
年金給付平均月額 12,614 13,229 15,188

1　加入施設・加入者の状況
平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末

加入施設・団体数 616 631 635
加入者数 22,121 22,539 22,689

※届出の遅れ等により、数値が変動することがあります。

2　年齢・男女別加入者状況
年　　齢 男　性 女　性 合　計 構成比
20歳未満 18 28 46 0.2%

20歳以上30歳未満 1,203 2,860 4,063 17.9%
30歳以上40歳未満 1,944 3,906 5,850 25.8%
40歳以上50歳未満 1,795 4,424 6,219 27.4%
50歳以上60歳未満 936 4,000 4,936 21.8%

60歳以上 457 1,118 1,575 6.9%
合　　計 6,353 16,336 22,689 100.0%

3　加入期間・男女別加入者状況
期　　間 男　性 女　性 合　計 構成比
1年未満 151 391 542 2.4%

１年以上５年未満 1,791 5,188 6,979 30.8%
５年以上10年未満 1,601 4,057 5,658 24.9%
10年以上15年未満 1,144 2,814 3,958 17.4%
15年以上20年未満 736 1,810 2,546 11.2%
20年以上25年未満 499 1,071 1,570 6.9%

25年以上 431 1,005 1,436 6.3%
合　　計 6,353 16,336 22,689 100.0%

　本制度は、県社協の会員である施設・団体に勤務する職員が退職する際に年金もしくは一時金を支給し、
生活の安定に寄与することを目的とし運営しています。
　平成 30年度末時点での加入者数は 22,689 人となり前年度に続き、増加傾向にあります。また、男女別
でみると男性が 28％、女性が 72％となっており、年齢別では 40代が最も多く 27.4％となっています。加
入期間別では、１年以上 5年未満が最も多く 30.8％となっており、10年未満の加入者が全体の 55.7％を占
めています。
　平成 30 年度における給付状況は、退職年金が計 28,386,193 円、退職一時金が 1,817 人に計
586,317,657 円支給しました。

2019年９月11日～2019年10月10日福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS
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新
潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

（
高
文
連
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専

門
部
主
催
の
講
習
会
が
、
５
月

28
日
（
火
）
に
新
潟
市
総
合
福

祉
会
館
で
、
８
月
９
日
（
金
）

に
は
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専

門
部
に
は
、
県
内
約
40
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
部
・
同
好

会
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
で
の
春
季
講
習
会
に

は
、
９
校
66
人
の
生
徒
・
教
職

員
が
参
加
し
、
午
前
は
全
体
会

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
新
潟
市
社
協

の
各
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
か
ら
講

義
を
し
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
語
源
か
ら
学
び
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
高
校
生
た
ち
は

８
班
に
分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
や

り
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
プ
法
講
習
と
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
習
を
交
互
に
受
け
ま
し

た
。
視
覚
障
害
講
習
で
は
、
土

岐
悦
子
さ
ん
の
指
導
で
、
全
盲

と
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
違
い
を
学

び
、
白
濁
・
視
野
狭き

ょ
う
さ
く窄

の
疑
似

体
験
と
ガ
イ
ド
法
の
実
習
を
し

ま
し
た
。
認
知
症
講
習
で
は
、

市
社
協
地
域
福
祉
課
在
宅
事
業

運
営
係
の
方
々
か
ら
認
知
症
と

物
忘
れ
の
違
い
、
適
切
な
対
応

な
ど
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

使
っ
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

長
岡
で
の
夏
季
講
習
会
に
は

10
校
20
人
の
生
徒
・
教
職
員
が

参
加
し
、長
岡
手
話
サ
ー
ク
ル
・

あ
ゆ
み
の
方
々
に
よ
る
聴
覚
障

害
理
解
と
手
話
の
講
習
、
長
岡

点
訳
の
会
の
方
々
に
よ
る
視
覚

障
害
理
解
と
点
字
の
講
習
、
長

岡
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
（
施
設
職
員
）
の
方
々
に
よ

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
生
徒
に

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
視
覚
障

害
者
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
証
も
交

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
生
徒
は
、「
こ
れ
か
ら

障
害
者
の
人
た
ち
と
出
会
っ
た

ら
、『
手
伝
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
』
と
声
を
か
け
て
い
き
た

い
で
す
」、「
今
日
の
講
習
会
で

『
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
？
』
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
今

か
ら
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
積
極
的
に
助
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

理
解
と
技
術
、
積
極
性
を
も
っ

た
若
者
が
増
え
て
い
け
ば
、
未

来
は
明
る
い
で
す
ね
。

高
文
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
部

　
委
員
長
　
栗
川
　
治

　
　
（
新
潟
西
高
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問
）

認知症サポーター講習会（長岡会場）

手話サークルの指導による点字の講習

手話サークルによる手話の講習

県
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

春
夏
２
回
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
も



9

　

長
岡
向
陵
高
等
学
校
の
福
祉

委
員
会
は
、
各
ク
ラ
ス
２
人
ず

つ
男
女
不
問
で
選
出
さ
れ
て
い

ま
す
（
各
学
年
12
人
で
合
計
36

人
）。
部
や
同
好
会
、授
業
（
実

習
）
と
は
違
う
た
め
、
定
期
的

に
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
は
難
し
い
の
で
す

が
、
昨
年
の
10
月
か
ら
今
年
の

９
月
ま
で
の
活
動
内
容
を
紹
介

す
る
と
次
の
通
り
で
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
）
で
は
、
校

内
の
生
徒
・
教
職
員
に
対
す
る

呼
び
か
け
や
集
計
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
５
、６
１
６
円

募
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
立
長
岡
聾
学
校
寄
宿
舎
訪

問
（
10
月
22
日
）
で
は
、
交
流

会
と
い
う
形
で
児
童
・
生
徒
さ

ん
と
回
転
ト
ー
ク
を
し
ま
し

た
。
施
設
の
収
容
人
数
の
関
係

で
、
２
年
生
10
人
が
参
加
し
ま

し
た
（
あ
と
２
人
は
弓
道
部
の

大
会
と
重
な
り
や
む
を
得
ず
欠

席
）。
こ
の
交
流
会
を
き
っ
か

け
に
、
学
校
外
で
手
話
を
習
い

始
め
た
生
徒
も
い
ま
す
。

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
献

血
ル
ー
ム
千
秋
の
ク
リ
ス
マ
ス

飾
り
付
け
（
12
月
10
日
）
に
は
、

１
、２
年
生
の
有
志
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
校
校
外
ク
リ
ー
ン
活
動

（
5
月
23
日
）
で
は
、
福
祉
委
員

会
が
校
地
外
周
や
喜
多
町
バ
ス

停
ま
で
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
、

総
務
委
員
会
が
喜
多
町
バ
ス
停

周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
高
文
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専

門
部
夏
季
講
習
会（
８
月
９
日
、

ア
オ
ー
レ
長
岡
）
に
は
、
３
年

生
の
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
は
毎
年
２
回
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
校
か
ら
は
初
め

て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
（
９
月
７
日
）
で
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催

し
、
売
上
金
全
額
７
、３
２
０
円

を
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

と
も
し
び
基
金
へ
寄
付
し
ま
し

た
。
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
物
品
提

供
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
生
徒

な
ら
び
に
保
護
者
、
教
職
員
の

皆
様
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の

校
内
で
の
回
収
と
そ
の
呼
び
か

け
（
通
年
）
を
行
っ
た
り
、
校
地

内
の
庭
や
花
壇
を
整
備
す
る
お

手
伝
い
（
冬
季
以
外
適
宜
）
を
総

務
委
員
会
や
園
芸
部
、
学
校
技
術

員
さ
ん
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
県
高
文
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
専
門
部
に
登
録
さ
れ
て
い
る

学
校
さ
ん
の
実
践
発
表
や
状
況

報
告
に
は
は
る
か
遠
く
及
び
ま

せ
ん
が
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

活
動
や
取
り
組
み
の
一
つ
一
つ

を
大
切
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方

面
・
方
向
へ
と
少
し
ず
つ
で
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
良
い
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

福
祉
委
員
会
担
当
教
諭

高
野
　
め
ぐ
み

＝
次
回
は
1
月
号
に
掲
載
＝

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.13

【部の紹介】
　長岡向陵高等学校の生徒会には、
福祉委員会（県高文連ボランティア
専門部に登録）を含めて、総務、評
議、生活、保健、体育、文化祭実行、
環境整美、応援、図書、視聴覚（県
高文連放送専門部に登録）、広報（県
高文連新聞専門部に登録）、選挙管理
という 13の専門委員会がある。

一
つ
一
つ
の
活
動
を
大
切
に

長
岡
向
陵
高
等
学
校

福
祉
委
員
会

福祉委員会メンバー

聡慧祭（文化祭）でのチャリティーバザー
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認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
皆
で
楽
し
く

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ぷ
ら
む

は
、
新
潟
市
江
南
区
に
あ
る
医

療
、
福
祉
事
業
所
の
専
門
職
が

日
頃
の
業
務
の
研
さ
ん
と
し

て
、
定
期
的
な
学
習
会
や
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
の
活

動
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
、
江
南

区
在
宅
・
医
療
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
メ
ン
バ
ー
で
運

営
さ
れ
て
い
る
。

同
市
亀
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第

３
日
曜
日
の
13
時

30
分
か
ら
開
催

し
、
お
茶
菓
子
代

２
０
０
円
を
参
加

費
と
し
て
頂
く
。

認
知
症
ご
本
人
や

そ
の
ご
家
族
、
介
護
を
終
え
た

方
、
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
な
方
が
毎
回
60

人
ほ
ど
集
う
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
７
人

に
１
人
が
認
知
症
だ
と
い
わ
れ

る
時
代
、介
護
保
険
制
度
で
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
社
会
資
源
の
充
実

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
場
で
働
く
私
た
ち
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
安
心
し
て
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
に
は
足
り
な
い
と

感
じ
て
い
る
の
も
否
め
な
い
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
地
域
と
の
繋
が
り
、
友
人
関

係
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
認

知
症
に
な
る
と
自
分
か
ら
周
囲

と
の
繋
が
り
を
断
っ
た
り
、
特

別
な
人
の
よ
う
に
感
じ
て
周
囲

か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ぷ
ら
む
で

は
、
認
知
症
ミ
ニ
講
座
や
介
護

者
の
体
験
の
講
演
会
を
企
画
す

る
な
ど
し
て
、
正
し
く
認
知
症

を
理
解
し
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
以
前
と
変
わ
ら
な
い
関
わ
り

が
出
来
る
仲
間
作
り
の
場
に
な

れ
ば
と
考
え
る
。
ま
た
、
ピ
ア

ノ
演
奏
や
笑
い
ヨ
ガ
の
楽
し
め

る
企
画
も
あ
る
。
同
時
に
認
知

症
ご
本
人
が
交
流
し

合
う
場
や
、
介
護
者

の
情
報
交
換
の
場
に

な
る
よ
う
に
も
企
画

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
県
民

た
す
け
あ
い
基
金
の

助
成
を
頂
く
こ
と
に

よ
り
、
仙
台
市
の
認

知
症
ご
本
人
の
丹
野

智
文
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
講
演
会
が
行

え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
丹
野
さ
ん
は
、

認
知
症
の
正
し
い
理

解
の
た
め
と
、
全
国

に
い
る
認
知
症
ご
本
人
を
励
ま

す
た
め
に
、
講
演
会
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
。
認
知
症
ご
本
人

に
し
か
語
れ
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ぷ
ら
む
に

参
加
す
る
、認
知
症
ご
本
人
や
、

地
域
の
方
に
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け

止
め
、
明
日
か
ら
何
が
で
き
る

か
を
皆
で
考
え
、
取
り
組
め
る

地
域
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
考

え
る
。

＝
随
時
掲
載
＝

県
民
た
す
け
あ
い
基
金
助
成
事
業
紹
介

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
　
ぷ
ら
む

事
務
局　

神
田　

和
美

〒
９
５
０
―
０
１
３
４　

新
潟
市
江
南
区
曙
町
１
―
７
―
23

電　

話　

０
９
０
―
４
９
４
６
―
１
８
１
６

介護者の体験紹介

笑いヨガを楽しむ
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旧
暦
10
月
は
神
さ
ま
が
出
雲
に
集
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
が
い
な
く
な
る
の
で
10

月
を
神
無
月
と
い
い
ま
す
。
神
さ
ま
が
集
ま
る

出
雲
で
は
神
在
月
と
い
う
そ
う
で
す
。

　

新
暦
に
変
わ
り
、
神
様
が
旅
立
つ
日
も
全
国

で
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
す
が
、
魚
沼
市
の
皇こ

う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

で
は
、
11
月
１
日
を
「
お
神
送
り
」、
12

月
１
日
を
「
お
神
迎
え
」
と
呼
ん
で
、
現
在
も

神
様
を
送
迎
す
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
そ
う
で

す
。

　

か
つ
て
は
全
県
下
で
出
雲
へ
行
か
れ
る
氏
神

様
を
送
る
た
め
に
神
社
に
お
参
り
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
全
国
か
ら
出
雲
に
集
っ
た
神
様
は
縁

組
の
相
談
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
参
拝
者

は
自
身
や
子
ど
も
の
良
縁
を
願
っ
て
参
拝
し
て

い
た
の
で
す
。

　

神
様
は
出
雲
へ
の
行
き
帰
り
は
白
馬
に
乗
る

そ
う
で
す
が
、
天
の
道
を
駆
け
る
の
で
し
ょ
う

か
。
神
様
が
移
動
す
る
日
は「
神
荒
れ
」と
い
っ

て
必
ず
強
風
が
吹
い
た
り
、
荒
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
神
様
が
集
ま
る
日
に
、
留
守
番
を

す
る
神
様
も
い
ま
し
た
。
足
が
悪
い
と
い
わ
れ

て
い
る
恵
比
寿
さ
ま
と
諏
訪
大
社
の
神
さ
ま
で

す
。
諏
訪
の
神
さ
ま
は
蛇
体
で
、
そ
の
姿
を
皆

が
恐
れ
る
か
ら
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

出
雲
の
神
と
い
え
ば
大
国
主
命
で
す
ね
。
恵

比
寿
さ
ま
は
大
国
主
命
の
息
子
の
事
代
主
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
し
、
諏
訪
大
社
の
祭
神
・
建た

け

御み

名な

方か
た

命
も
大
国
主
命
の
息
子
で
す
。
そ
の
２
人

が
行
か
な
い
、
と
い
う
の
も
不
思
議
で
す
が
何

か
秘
密
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
、
今
年
は
ど
ん
な
ご
縁
が
結
ば
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
神
荒
れ

の
日
に
神
様
が
駆
け
て

い
く
空
を
見
上
げ
て
聞

い
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
　

文
・
絵　

高
橋

　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

神
送
り

　
出
雲
に
出
向
く
神
様
に
良
縁
願
う

の

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介　【多目的ホール】
［座席数］448席
　固定席：336席
　可動席：112席
［舞台］
　間口：14.6 ｍ
　奥行：8.1 ｍ
　高さ：7.6 ｍ

　施設内にてイベント開催時には、主催者が保育ルームを開
設し、子どもを預ける場所として無料でご利用いただけます。
館内の貸出施設と合わせてご予約ください。また、館内には
「授乳室」もあります。

　各種の視聴覚設備を取り揃えたホールです。
448席のうち、前側 112席はステージの下に収
納できます。また、ホールには、
子ども連れの方用に「親子室」が
あります。
　また、プロジェクターが新し
くなり、従来よりサイズが大き
く、映像も鮮明に投影されるの
で、是非ご利用ください。

【保育ルーム】 【授乳室】

NEW!
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ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
（
新
潟

市
中
央
区
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

２
階
）
に
、
新
た
に
購
入
し
た

図
書
45
冊
と
新
潟
医
療
福
祉
大

学
図
書
館
か
ら
お
借
り
し
た
図

書
55
冊
、
合
わ
せ
て
１
０
０
冊

が
加
わ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

10
月
末
か
ら
県
内
３
カ
所
で
開

催
さ
れ
る
「
福
祉
・
介
護
・
健

康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」（
新
潟

県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
主

催
）
に
関
連
し
た
図
書
を
集
め

た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

す
め
る
１
６
０
種
の
仕
事
を
一

挙
紹
介
す
る
「
発
達
障
害
の
子

の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」（
Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
執
筆
チ
ー
ム
著
）

や
「
長
生
き
し
た
け
れ
ば
『
口
』

を
鍛
え
な
さ
い
」（
日
本
訪
問

歯
科
協
会
著
）
な
ど
を
用
意
し

ま
し
た
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
〒
９
５
０ｰ

８
５
７
５　

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　

０
２
５ｰ

２
８
１ｰ

５
５
２
８　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　
ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
ｕ
@
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

福祉の店パレット新潟店 ☎025－281－5513　　県社協 地域福祉課 ☎025－281－5521問い合わせ

ＮＰＯ法人ゆうーわ

ゆうーわ（就労継続支援Ｂ型） 新潟市南区

【施設紹介】
　ＮＰＯ法人ゆうーわは、新潟市南区の旧白根市「戸頭」に拠点を置き、障がいがありな
がらも、楽しく、一生懸命働き暮らしています。
【商品説明】「新潟産もち麦」
　県産の「はねうまもち」を精麦して販売しています。ご飯と一緒に炊いて食べると
体にも優しく、ゆでてサラダやスープに入れると独特の食感が楽しめます。
　大サイズ　500g　　中サイズ　400g　　小サイズ　50g　があります。

　

購
入
図
書
は 

車
い
す
ユ
ー

ザ
ー
の
マ
マ
が
、
周
り
を
巻
き

込
み
、
助
け
合
う
子
育
て
を
実

践
す
る
「
マ
マ
は
身
長
１
０
０

㎝
」（
伊
是
名
夏
子
著
）
か
ら
、

コ
ミ
ッ
ク
の
「
新　

ち
い
さ
い

ひ
と　

青
葉
児
童
相
談
所
物

語
」
⑴
〜
⑹
（
夾
竹
桃
ジ
ン
、

水
野
光
博
著
）
な
ど
と
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
書
籍
を
そ

ろ
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学

か
ら
お
借
り
す
る
本
年
度
第
２

回
目
は
、「
口
腔
ケ
ア
」
と
「
発

達
障
害
」、「
ひ
き
こ
も
り
」
と

関
心
の
高
い
テ
ー
マ
の
書
籍
を

選
び
ま
し
た
。「
脳
卒
中
患
者

の
口
腔
ケ
ア
」（
植
田
耕
一
郎

著
）、「『
発
達
障
害
』
と
言
い

た
が
る
人
た
ち
」（
香
山
リ
カ

著
）、「
ル
ポ
ひ
き
こ
も
り
未
満
」

（
池
上
正
樹
著
）
が
一
例
で
す
。

　

特
設
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
発
達

障
害
の
子
ど
も
た
ち
に
就
労
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
著
者
が
す

　

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
で
は
、11

月
17
日
に
新
潟
市
中
央
区
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
す
る「
福
祉・

介
護・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」

に
、新
潟
県
立
図
書
館
と
連
携
し

た
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
読
書
。
福
祉
の
専

門
書
を
中
心
に
所
蔵
す
る
ユ
ニ

ゾ
ン
の
図
書
館
の
内
容
と
、
県

立
図
書
館
が
障
が
い
や
加
齢
に

よ
る
読
書
困
難
者
向
け
に
行
っ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
活
用
し
て

も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
は
貴
重

な
資
料
を
含
め
た
福
祉
関
連
書

籍
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。
県
立
図
書
館
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
、
画
像
と
音
声
で

読
書
を
楽
し
む
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
デ
イ
ジ
ー
図
書
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
大
活
字
本
の
展
示

も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
ブ
ー
ス
で
は
、
地

域
共
生
社
会
実
現
を
目
指
す
新

潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

ユニゾンの図書館内に設けた特設コーナー

お知らせ
県民介護知識・技術習得講座 介護の基礎コース（全６回）
日　時　 12月２日（月）・５日（木）・６日（金）・

10日（火）・13日（金）・17日（火）
　　　　各10時～16時
場　所　新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区上所）
内　容　 講座「介護保険制度の仕組みとサービス」、

高齢者疑似体験、介護実習ほか
定　員　先着30人
持ち物　筆記用具、昼食、上履き、動きやすい服装
申込み　 電話で新潟県社会福祉協議会（☎025-281-5525）へ

連
載
「
福
祉
の
現
場
」
は
休
載

し
ま
し
た
。

新
た
に
１
０
０
冊

特
設
コ
ー
ナ
ー
も
活
用
く
だ
さ
い

ユ
ニ
ゾ
ン
の

図
書
館
①

県
立
図
書
館
と

コ
ラ
ボ
出
展

ユ
ニ
ゾ
ン
の

図
書
館
②


